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 研究結果  

 

そもそも国の文字改革はその国一国だけのことで、他国とは何のかかわりはないは

ずである。しかし、明治期における文字改革論を検証してみると、「支那」という語

が頻出しただけでなく、「支那」のこともよく説かれたことが分かる。これらの「支

那」はまず漢字の生みの親、そして、漢字を使用する国として、明治期の文字改革論

に結びついたのである。ところが、その頻出した「支那」は国名を表すだけでなく、

当時の中国の実像をはっきりと示していた。つまり、「不便無益」な漢字を使うこと

によって、中国は西洋列強に侮蔑され、外国とまともに戦争できないほど、文明的に

立ち遅れた中国像である。この中国像が明治前期の知識層にとって、書籍や中国と外

国との戦争状況から得た非体験的なものだとすれば、日清戦争による中国像は、いう

までもなく、非常にはっきりした、確かなものになる。 

日清戦争によって、日本人はかつて文明的に大きく日本を引き離した中国が逆に日

本に劣ったという、中国の衰弱のひどさが手に取って分かることになった。それだけ

でなく、日本の勝ちにより、日本人が中国に対する態度も一変し、井上哲次郎の言う

ように、中国は日本にかつて尊敬された国から完全に見下げられた、もう日本がその

悪影響を一日も早く脱却し、その文明から遠ざけようとする惨めな国になってしまっ

た。従って、このみすぼらしい国から伝わった、漢字を始めとするあらゆる文物はも

う何の価値も魅力もなく、一刻も猶予せず、早く排除されなければならないことにな

ったのである。つまり、日本の勝利を皮切りに、日本は完全に中国を蔑視するように

なった。また、この勝利は漢字を日本から駆除しようと図った明治期の文字改革論者

にとっては、もってこいの有力な口実になった。 

要するに、この、文字改革論に出ている「支那」は終始「否定的他者」として、非

文明的な文字を使うから、西洋に劣ってしまったということを反面教材として日本に

見せ続けたのである。 
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